
 

 

 

 

 １月 年の初め 迎春の便り                   

1. 2017年激動の時代   

歳をものともせず、乗り切ってゆきましょう 

2. 2017年1月17日 神戸淡路大震災記念日 

3. ２０１６年和鉄の道を振り返って  

4.「平和を そして国を考えよう」 2017  

5. 今月のhome page 更新記事 

 

 2月 如月 春迎えの便り                      

1. ２月が近づくと気になる［鬼］のこと 

2. 私の春迎え 

(1)長田神社 節分の鬼2017  

(2)尼崎大覚寺の節分 身振り狂言「大物之浦」 

  3. 須磨妙法寺大歳神社 翁の舞 

4. 今月のhome page 更新記事 

 

 3月 弥生3月  神戸の春便り  春を探しに                    

1. 陽光と霞が交錯する春の須磨の海 

2. 菜の花が満開に 近くの神戸総合運動公園の丘 

3. 孫たちが駆けてゆく  

伊川谷森本さんちの朝採りイチゴ 

4 庭先で咲き出した春の草花 冬あやめ・サクラソウ   

       エンドウ・ツタンカーメンの豆 

    5.  今年は不漁? 「いかなご新子漁」3月7日解禁に 

     .  西神戸の春の風物詩「いかなご新子漁」とくぎ煮 

    6.  3.11.東日本大震災と原発事故の記念日を前に 

  7. 今月のhome page 更新記事 

 

   4月 春うらら 待ち兼ねた春 神戸の春便り     

1. 2017年春爛漫「桜」                         

満開の花をつけた枝を精一杯広げる一本桜        

 人それぞれに思い出がある                   

2. 2017年春爛漫 神戸の春到来 2017        

 早春から待ちかねた春へ                                                                   

3. ４月１６日Happy Easterわが身を振り返って   

4. 今月のhome page 更新記事                  

                                                     

 5月 薫風 新緑の便り                   

1. 薫風５月 新緑  いかがでしょうか…  

ミツバツツジの花言葉「節制」「平和」 

2.  2０１７ 一本桜 * カタクリの花 

 

 

 

 

 

 

3.「いいから いいから」  

   絵本作家長谷川義史の世界展の紹介 

4. ５月３日 憲法記念日に 

5.  2017 石楠花 (速報) 

6. 今月のhome page 更新記事 

 

 8月 ひまわりの夏 盛夏 夏便り            

1. 盛夏 厳しい夏の到来  いかがでしょうか… 

2. 夏の朝の楽しみ 「朝顔」 

3. 今年も夏の高校野球の応援で夏が来た!! 

4. 初夏の味覚 トウモロコシの髭 

5. 海の記念日 7月15日 帆船パレード 

6.  8月 平和を願って 広島原爆資料館で  

7. 今月のhome page 更新記事 

 

  10月 秋便り 彼岸花の花が里を飾る秋    

1. 彼岸花の咲く秋 小さな秋を探して 

2. 10月 若者たちが日本の突破口を開け!! と 

3. 秋の空に映える白鷺城 

4. 昭和レトロの看板満載の町屋  穂の街で 

5. 天ケ瀬ダム 轟音を轟かせて一斉放水 

6. 神戸の里山 白川の里を飾る彼岸花 

7. 今月のhome page 更新記事 

 

  11月 秋便り < 街も野山も紅葉が彩る秋       

1. 11月秋便り 街も野山も紅葉が彩る秋 

2. 神戸勝手気ままな毎日walk  紅葉  

3. 横尾山北斜面を真っ白にする兵庫県花「野路菊」 

西神戸の小さい秋 須磨 横尾道 のじぎくの丘 

4. 天空を行く登山鉄道 神戸電鉄  

5. 老いを元気に 高齢期の幸せづくり  

 家森幸雄先生の健康講演と桂福丸さんの落語で 

6 今月のhome page 更新記事 

 

  12月 Merry Christmas!!   2017年師走     

1. 2017年Merry Christmas!! １２月 師走   

2. 2017年和鉄の道を振り返って        

3. 師走 盛りは過ぎていましたが、京都の紅葉も  

4. 今月のhome page 更新記事 
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2017 年年のはじめに from Mutsu Nakanishi  2017.1.1. 

   
暖かな年の初め 平和で明るい年でありますよう願っています  須磨海釣り公園から 須磨・明石海峡  

 

「鉄」に携わって約50年 70歳を超えましたが、元気に歩けることに感謝しつつ、まだまだ、好奇心いっぱい  

相変わらず、気の向くまま、足の向くまま元気に 風来坊・Country Walk を楽しんでいます。 

  物忘れや頭の回転力・俊敏さの衰えはいかんともしがたしですが、多くの人たちに支えられ、  

孫たちに振り回されせることも多いのですが、家族ともども元気に暮らしています。 

          

皆様のご健康とご多幸を お祈り致します   仲間の元気を活力に!! 無理せず お互い元気にと   

.                         本年もよろしくお願い致します  

.  

            平成29年 元旦      by Mutsu Nakanishi  from Kobe   

 

【関連の和鉄の道】  

  1. 奥播磨千種 古代の製鉄神金屋子神降臨の伝承地 千種岩野辺(岩鍋) 

 近世の製鉄遺跡 大坂泉屋が経営した荒尾山鉄山遺跡を訪ねる  2016.7.20.  

  2. 鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト 

 「ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road 」成果報告会聴講まとめ 2016.1.7.  

   3. 雑誌「岳人」2016年2月号掲載  

畠山重篤氏「鉄の誘い」 山と海の出逢い-つながりと恵みを巡る旅- 第18回「鉄の誘い」  2016.3.16. 
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http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1608araoyama00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1604tetsuenosasoiweb.pdf


1. 2017 年激動の時代  歳をものともせず、乗り切ってゆきましょう  

.     日本人の心の故郷 「縄文」・そして太古の昔から日本の国土・海を豊かにしてきた「鉄」に思いをはせて  

 

地殻変動活発化の時期にさしかかった今、現代人が引き起こした地球環境変化による異常気象も加わり、 地球上どこに。

いても 巨大災害がわがにも降りかかる。「今まで経験したことのない想定外の災害」と他人ごとではすまされぬ時代 。 

一方、今まで謳歌してきた高度成長・高度情報化社会を支えてきたグローバル化・効率・大量消費を 追い求めた国際金

融中心の情報化社会のほころびほころびが随所に。  

戦争の脅威は一向に去らず、格差の増大と弱者切り捨てによる一握りの富裕層と大多数の貧困層への2極分化が進み、

出口は見つからず、ますます幸福感が遠のいてゆく。  

 

年の初め 愚痴は言うまい。 でも 明日は我が身。  

そんな激動の時代を乗り切ってゆく価値観・エンジンは何なのでしょうか   

最近 私がよく口にする「縄文帰り」・「日本人の心」、そして この変革の次世代に新しい顔を見せる「鉄」について  

和鉄の道・Iron Road に記載してきた小文を書き出してみました。   

年のはじめ 私の思い。言葉足らずですが、お許しください。 

先進国は日本を含め、すべてが 望むと望まざるにかかわらず、高度成長の躍動の時代から 成熟社会・ 

人口減少の「激変の時代」へ大きくカーブを切った  

言い換えると人類が 何度も経験してきた絶滅の厳しい淵に立っているともいえる。 

約70億人いる現代人のルーツをたどると「我々は約10万年前 東アフリカにいた小さな集団の 

たった一人の女性の子孫」 あることが明らかに。  

このたった一人の女性の子孫という綱渡り的細い道でつながり、  

人類は今約70億を超える繁栄を謳歌している。  

この間 繁栄を極めた幾多の祖先がありながら、苦難の道を乗り越えられず、他はすべて絶滅している。 

祖先たちは地球規模の幾多の苦難を綱渡り的に乗り越えて来られたのか   

現代人が 今直面する苦難を乗り越え、生命をつないでいくヒントがここにある。 

 

 



ヒトと動物を分けるのは道具・言語の発明・火の使用などハー

ド面ばかりが 取り上げられてきたが、 それをもたらしたホモ

サピエンスの行動を本能として備わっている 

「仲間を大切に思う心の進化」と「集団の協力」の視点から、

一つ一つ検証してゆくと、難局を乗り越えていく姿をくっきり

浮かび上がらせる。 . 

  

現代人の直接的な祖先 現生人類・ホモサピエンスが生まれたの

は今から 約 20 万年前。 現在約 70 億人いる人類のルーツを

たどると、 我々は約 10 万年前東アフリカにいた約 2000 人

程の集団の中のたった一人 の女性の子孫であることが、最近の

遺伝子研究から明らかになっている。  

.このたった一人の女性の子孫という綱渡り的細い道でつながり、

人類は今約70億を超える繁栄を謳歌している。  

人類が困難を生き抜いてきた力   

それは「仲間を大切に思う心の進化」と「集団の協力」。             

約1万年の長きにわたって永続した日本の縄文はその実証例          人類の進化系統図     

幼くして歩けぬ障害をもった少女が、年老いるまで  集落の人たちに見守られ、生活を共にしてきた例が見つかっている。  

「心優しき縄文人」「日本人の心の故郷」と言われる所以である。 

 

「地球は鉄の惑星 もし鉄が地球になかりせば、地球の生命体も生命を維持できず、存在しえない。  

動物の血液中の鉄・植物の光合成にも鉄が関与している。 山海の動植物の生態系も「鉄」により、維持されている。」  

縄文の森を含め、太古の昔から、日本列島の沿岸には豊かな山・森があり、最近「沿岸の山や森が豊かな海を育て 

「山は海の恋人」と耳にするようになったが、山に含まれている鉄分が森の植物によって、水に溶けこむ鉄となって、 

川を下り、豊かな海を育てる。魚貝や海産物の資源の形成・生態系の循環には豊かな山や森の存在が欠かせぬことが

明らかになっている。  

ここでも「他人を思う心」・「集団の協力をエンジンに地方自立循環型経済創生の柱として、豊かな海の資源開発が進

められている。  

【関連の和鉄の道】  

      1.「利他的精神」について 朝日新聞天声人語にこんな記事が・・ 

 競争社会から成熟社会へ 日本に必要なのは「心の優しさ」では   2014.6.1.  

      2.「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」  NHK 取材班「Human ヒューマン」角川書店  2012.4.5.  

      3.  2016年年の初めに《縄文の心》 

世界に類のない一万年も平和で豊かな生活が続いた日本の「縄文」の心を考える 2016.1.1.  .  

4 .地球誕生から約46億年 鉄の歴史と役割にびっくり  

「岩波の科学ライブラリー「鉄学 137億年の宇宙誌」を読んで 2010.3.5.  

愚痴は言うまい 前向いて   

歳をとるとともに 頭も回転せず スピードにも 

ついてゆけずですが、 まだまだ元気 好奇心もある  

これからも仲間の元気を活力に!! 前向いてと  

お互い無理せず元気に    

よろしくお願いします  

from Kobe    by Mutsu Nakanishi  

     原色に近い色に塗りなおされ、こぶしを高く 振り上げる 

  長田の「鉄人２８号」 2016.12.2 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014mutsu/fkobe1406B.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/iron8/1204human00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016mutsu/fkobe1601.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1004earth00.htm


2. 2017 年1 月17 日 神戸淡路大震災記念日  

. 激変する時代 そして 巨大災害が襲い来る時代の今こそ神戸が語り継がねばならぬ生き抜く知恵がここにある  

. 震災を経験していない若者が増え、  震災のことが街の話題に登ることもめっきり少なくなりましたが、  

今 日本では 誰もが どこにいても巨大災害に遭遇する危険のある時代に  

真っ暗闇の被災した街の片隅で 身を寄せ合った日  々そこから 人々の連携・神戸の絆が生まれた  

真っ暗な中に ルミナリエの光の灯がともった時の感動もまた忘れることはできない。 

 



3. ２０１６年和鉄の道を振り返って   ◆ ２０１６年 和鉄の道・Iron Road を眺めて ◆  

2016年1年間 ホームページ更新12回の自分勝手な勝手な掲載記事にお付き合いいただき 

本当にありがとうございました。掲載記事数は合計44件になりました。 

  和鉄の道・Iron Road 17件 風来坊・Country Walk 15件 四季折々・Monthlyの便り from Kobe12件 

頭も回らず、文章も書けず挫折しかけながらの1年でしたが、色々教えていただきながら 続けることができました。  

「2016年 和鉄の道・Iron Road」を振り返って 眺めてみました。 

 

1. 和鉄の道・Iron Road  2016 年のトピックス 

◎ 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター設立10年と「鉄の起源探求 & 鉄ユーラシア大陸東遷の道の解明」  

日本の古代鉄研究のナショナルセンターの役割を担う数々の成果 でも道半ば 次のステップに期待大 

 

西アジアに起源を持ち、ユーラシア大陸を西から東へダイナミックに伝播した「鉄」。 

そして日本古来のたたら製鉄技術がもたらされた。  

村上恭通教授を中心とする愛媛大学東アジア古代鉄文化センターの古代鉄研究チームは、約10年に渡り、中国やモン

ゴル、  トルコ、ロシア・ ハカス共和国、カザフスタンなどのユーラシア大陸の諸国・日本の研究者をも巻き込んで、

「鉄の起源並びに時代を超えた製鉄技術伝播の道<メタルロード>解明の連携プロジェクト」を推進し、点から線そして

面へとユーラシア諸国との研究連携ネットワークの拡大とともに、ユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道

がベールを脱ぎつつある。 

成果については その都度愛媛大学東アジア古代鉄文化センターの国際シンポジューム等を聴講させていただき、 本年

の下記ホームページに成果概要を掲載させていただきました。素晴らしい成果にいつもワクワクの１０年でした。 

 鉄の起源・伝播ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト 

    「ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road 」成果報告会聴講まとめ 2016.1.7. 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm 

さらに、並行して、古来からづっと継承されてきた「たたら製鉄」の製鉄技術の復元を中心にすでに断絶した世界の古

来製鉄技術の復元にも取り組んで、数々の成果をあげ、研究ネットワーク並びにユーラシア・世界規模での共通土研究

土壌が進みつつあると聞く。 

この10年 古代鉄研究に果たした愛媛大学東アジア古代鉄文化センターの素晴らしい成果により、ペールを脱ぎ始め

た「鉄の起源探求・鉄ユーラシア大陸東遷の道」ではあるが、まだ道半ば。   

 研究連携がさらに進まなければ解明できぬ課題ばかりであるり、今後 更なる10年の研究成果に大いに期待したい。 

◎ 国内の製鉄関連遺跡探訪  

卑弥呼の時代から日本の国家形成のアプローチを解くカギになると注目される遺跡・遺物が関西で次々と出土し、大き

な話題に。また、久しぶりに製鉄・鍛冶遺構の残る製鉄関連遺跡を幾つか訪ねることができました。 

◎「沿岸の自然豊かな山が豊かな海を育てる」 

このメカニズムの主役に「鉄」がかかわっていることが解明され、豊かな海回復の実践が日本各地で進められている。 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm


また、地球温暖化による激変する環境変化の軽減にも「豊かな海を育てる鉄」を使って、海へのCO2 吸収の研究も進

んでいる。  地球規模で取り組む新しい鉄の姿を知ったのもうれしい。 

この1年色々思いを巡らしながらの「和鉄の道」。うれしい数々の鉄との出会いだったと。 

お暇な時にでも 下記から本年の掲載記事ご覧ください。 

◎ 2016年の和鉄の道 掲載記事リンクリスト http://www.infokkkna.com/ironroad/iron16list.htm 

 

2. 風来坊・Country Walk 2016年のトピックス 

本年も私の住む神戸を中心とした近郊の里を例年季節折々訪ねる花便り・近郊ハイクの楽しみが中心。 それをスライ

ド動画にしてBGMを楽しむスタイルが定番化してしまいました。 

春 梅・カタクリに始まり、菜の花・桜 そして石楠花・バラへ 夏はクリンソウ・アジサイ・ひまわりそして 京朝顔  

六甲の高山植物園・京都府立植物園のバオバブを訪ねるのも定番に。  

秋は黄金色Country Walkに輝く播磨の田園とヒガンバナから紅葉へ。  

ほとんどが、デジカメ片手の原チャリで田園地帯・里山の集落を駆け抜ける訪ねないと落ち着かない胸ワクワクの

Country Walk。また、相変わらず、運動不足解消の西六甲須磨アルプス周辺ハイクにも励んでいます。 

毎年同じような景色ばかりですが、自分的には季節を楽しむうれしいWalking。新しい情報が提供できずごめんなさい。 

そんな中で、私にとっては新しいCountry Walkのコースが付け加わりました。 

４月の但馬大屋加保坂・ハチ北の高層湿原に咲く氷河期の生き残りの水芭蕉  

9月の念願の京都東山三十六峰越 & 山科側西野山・稲荷山の古道参詣道 

 ◎ 2016年の風来坊 掲載記事リンクリスト http://www.infokkkna.com/ironroad/walk16list.htm 

 

3. 四季折々・Monthly の便り from Kobe  2016 年のトピックス 

ホームページ更新時 ホームページ更新の紹介とともに、頭にあることや情報を記憶にとどめておくため、私のメモ代

わりに掲載してきましたが、何か年とともに時代の流れから取り残されている疎外感・・・・・・・   

でも 愚痴はいうまいと。 

頭にあるのは「平和」・「穏やかな暮らし」のこと毎度 同じことの繰り返しばかりだったかも。 

この厳しい時代 日本はどこへ向かうのか? 激変するこの時代を時代を生き抜く知恵の模索。 

そんな中で はっと気が付いた「縄文の心」 過酷な時代に一万年の長きにわたり、平和な持続社会を築き上げた日本の

縄文人「おもてなし」がビジネス用語としてとらえられる薄っぺらな情報社会からの脱却に一度 耳を傾けてほしいと。 

◎ 2016年四季折々・Monthly from Kobe 掲載記事リンクリスト http://www.infokkkna.com/ironroad/mutsu16list.htm 

 

4.「平和を そして国を考えよう」 2017  

  

◆ 北東北・北海道の縄文遺跡をユネスコ世界遺産に 

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/iron16list.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/walk16list.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/mutsu16list.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm


5. 今月のhome page 更新記事 

【From Kobe 2017 年 年の初めに】  

    ◆ 2017 年激動の時代  歳をものともせず、乗り切ってゆきましょう  

.     日本人の心の故郷 「縄文」・日本の国土・海を豊かにしてきた「鉄」に思いをはせて 

 

   

 :健康walkを始めた新春 こんなたくましい巨樹を見つけました。 また 光り輝く須磨の海を海峡に向かう 

たくさんの船を見つけました。またまだやれると心弾む出会いに 3日坊主にならぬようがんばらねばと 

    

暖かな年の初め 平和で明るい年でありますよう願っています  須磨海釣り公園から 須磨・明石海峡 

 

12月の初旬にひいた風邪が治らず、「長引く風邪は老齢の証拠 無理せず しっかり治さねば」と  

注意を受けたこともあり、結局12月いっぱい 家にこもっていました。  

そんなことで 年の初めのホームページままならずで、年初めのご挨拶だけになってしまいました。  

和鉄の道・Iron Road の新しい掲載記事作れませんでしたので、12月の掲載記事の記事概要・  

記事リストをつけさせていただきました。お許しください。  

やっと元気に体力も回復 好奇心も健在 外にも出て活動が出来るようにもなりましたので、  

これからです。  

暖かい年の初めとなりましたが、激変する世の中に 追い打ちをかける巨大災害が  

いつわが身に襲い掛かるやもしれぬ厳しい時代に。  

「想定外・経験したことがない」では済まされぬ自己防衛の対策にもぬかりなきよう。  

また、老齢者の大敵 風邪・インフルエンザにノロウィールスも今猛威を振るっているという。  

「北風小僧は まだこれから ご留意ください。」 

            

 

 



◆ 2017 年 2 月 如月 春を迎えの便り 2017.2.10. 

 

    

神戸の街 一日８０００歩の健康 walkを始めて 新春の神戸の街で 
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1.   ２月が近づくと気になる［鬼］のこと 

「福は内 鬼も内」 平和で明るい年になるようにもれ聞く暗い話も ふっ飛ばして 今を元気に  

２月が近づくと気になる「鬼」のこと   

古代 祀ろわぬものたちとして「鬼」にされた 

たたら衆や 山を生業としてきた衆そして辺境の人たち等々。  

愛すべき鬼・仲間の鬼たちや開拓神の伝承も日本各地に残る。 

神になった鬼・神に仕えて、民を助ける鬼もいる。 

ちょっと立ち止まって見ると そんな愛すべき鬼たちの姿も 

 見えてくる。スピード・恣意的な噂話に惑わず、 ちょっと立ち止まっては・・・・  

今までに集めた「愛.すべき鬼たち」ほんの一部ですが下記に。   

◎ 「仲間としての鬼」-鬼にされた たたら製鉄集団-   http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1402oni00.htm   

  ◎ 「日本各地の鬼伝説」  和鉄の道・Iron Road 掲載リスト http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf 

 

2. 私の春迎え 節分 

毎年恒例になった節分の鬼たち 私の春迎え 本年は故郷尼崎の大覚寺と神戸長田神社の節分に出掛けました 

私の春迎え (1) スライド動画 長田神社 節分の鬼 2017 2017.2.3. 

７匹の鬼が神々の使いとして登場し、松明の炎で種々の災いを焼き尽くし、太刀の刃で寄り来る不吉を切り捨て、   

 天地を祓い国土を清め、一年の家内安全、無病息災を願って、一陽来復の春が再び巡り来ることを喜び祝います。 

 

 

 

 

 

◆ 長田神社節分 追儺式動画   http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/1702nagataoniL.mp4 

◆ 長田神社節分 追儺式アルバム http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/1702nagataoniphoto.pdf 

 

 

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1402oni00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1402oni00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/1702nagataoniL.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/1702nagataoniphoto.pdf


私の春迎え(2)  尼崎大覚寺の節分 大覚寺身振り狂言「大物之浦」 2017.2.3.  

クリスチャンなのにと仲間は笑うのですが、「神ともにいまして 神によりて自然体で」とお寺も神社もみんなアリです。  

たくさん頼んで、これで春迎え 元気に前向いて。仲間の会・同窓会・孫の会にもいってやらねば・・・・・・ 

大覚寺へは ここ数年大覚寺の身代わりダルマ「昆布だるま」家族の分と仲間の分を授かりに行くのと、 

節分に演じられる壬生狂言の流れをくむ無言の「大覚寺身振り狂言」を見るのが目的。  

毎年節分にちなんだ演目「節分厄除」・「閻魔庁」や尼崎ゆかりのお能や歌舞伎そして落語でも演じられる「大物之浦」(船

弁慶)などが演じられる。今回のお目当ては昨日米朝落語で聞いた「大物之浦」(船弁慶)。  

老いとともに、仲間のことや先き行きが頭をよぎることも多くなり、「今年は ようけ頼まんならん」と  

 

  

3. 神戸須磨区妙法寺地区の車集落の鎮守車大歳神社に伝わる「翁舞」 2017.1.14.夜。 

   

一般には「三番叟」としてよく知られている芸能の原型というべき、日本各地に残る民俗芸能の一つで、この摂津・播州 

に近い郷 妙法寺車集落の鎮守「車大歳神社」では新春の神事・伝統行事として   毎年1月14日の夜 車の人たちによって上

演されている。 

「とうとうたらり たらぁりら・・・・・・・」能楽・謡など 誰もが知る始まりのまったく意味不明の翁が謡う祝ことばだ

そうですが、耳について離れない。  なにか いいことがあるような2017年新春 「とうとうたらり たらぁりら・・・・・・・」  

一般的な能楽「翁」では 現在「稚児(千歳)」「翁」「三番叟」の3つの舞で構成されるのに対し、この車の「翁舞」には 

らに「父の尉」が付け加わる4つの舞で構成されていて、 古い形式の「翁」の様子をうかがわせるものとして、国の重要無 

形文化財に指定されている。 ４つの舞からなる「翁舞」を短い抜粋動画に作成しました。  

 恥ずかしながら 「三番叟」の言葉はよく聞き、おぼろげながら知っていましたが、 「翁舞」の中の一つの「舞」が 

原型ということも初めて知りました。   



 

   

 

4.. 今月のhome page 更新記事 

 

今月は何といっても淡路島で卑弥呼の時代につながる鍛冶工房遺跡の出土がトピックス。 

まだ これからでしょうが、 謎だらけの卑弥呼の時代の畿内の謎がとけるのでは・・・・と期待大。  

また、トランプ大統領の政治姿勢とそれにのめりこんでゆく日本にも気がかり。 



 

◎ 五斗長垣内遺跡を含む弥生後期の生産工房群とみられる淡路島部の山間地集落群  

その中心「舟木遺跡」より卑弥呼の時代につながる鍛冶工房跡が出土 淡路島 弥生時代の鉄器拠点か・・・  

国生み神話の島・淡路島 「国内最大級弥生の鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡」 そして「出雲とつながる大量の 

埋納銅鐸 松帆銅鐸出土」に続いて、淡路の弥生期の鉄器拠点とみられる大鍛冶工房跡出土  

 卑弥呼の時代の畿内・大和初期王権の謎を解き明かすかもしれない 。 

淡路島で もっと出土したらいいのにといつも気になっていました弥生の大規模鍛治遺跡が本当に出土。  

それも卑弥呼の時代までも続く貴重な遺跡という。 

 

  



◎ 国指定重要無形文化財 前年の実りに感謝し、その年の豊作を祈る新春の伝統行事  

 神戸市 妙法寺 車の里 車大歳神社の「翁の舞」  2017.1.14.夜 

 

 

◎ 2017年 新春 １日８０００歩・早歩き２０分 健康walk                     

 気分は好奇心 一杯の探検気分新春の西神戸近郊を巡る 2017.1.1.-1.19.  

 

********************************************************************************************** 

「鉄」に携わって約50年  70歳を超えましたが、元気に歩けることに感謝しつつ、まだまだ、好奇心いっぱい   

相変わらず、気の向くまま、足の向くまま 元気に 風来坊・Country Walk を楽しんでいます。   

昨秋の健康診断で メタボが引っ掛かり、また、風邪もこじらせ、 散々の年初め。 

ご心配いただきましたが、やっと元気に。 ありがとうございました。  

 

おかげで周辺の街・野山をめぐる健康walkをはじめ、 知らなかったことや初めて出会う景色に感激。  

健康や仲間のありがたさを感じつつ、まだまだ やること多し。  

また、デジカメが壊れ、絞りやシャッタースピードが変更できるデジカメに。 

夕暮れや室内や動きのある瞬間も予想以上に面白い。 ちょっと変わった写真取れれば、披露します。  

 

今月は何といっても淡路島で卑弥呼の時代につながる鍛冶工房遺跡の出土がトピックス。 

まだ これからでしょうが、 謎だらけの卑弥呼の時代の畿内の謎がとけるのでは・・・・と 期待大。  

.  

物忘れや頭の回転力・俊敏さの衰えは 

いかんともしがたし、 

孫たちに振り回されせることも多い毎日です

が、多くの人たちに支えられ、 

家族ともども元気に暮らしています。 

 

  



2017 年 弥生3 月  神戸の春便り  春を探しに  2017.3.10. 

弥生 3 月 春が生まれてる  どこかで春をみつけましたか 

       2017年  弥生 3月 ここちよい風に 春が生まれてる 神戸の春を届けます 

 
弥生 3月 梅・菜の花満開の花だより ぽかぽかの日差しに須磨の海がキラキラ輝く  

  花が咲き、野鳥も訪れ 野も里も一機に春のモードに 

 

  

1. 陽光と霞が交錯する春の須磨の海

 

春の海 終日（ひねもす）のたりのたりかな 与謝蕪村が読んだという須磨の海 

海峡に春霞がたなびき、養殖筏では名産「須磨海苔」の摘取り作業、 陽光に光り輝きながら ゆったりと時が流れゆく  
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2. 菜の花が満開に 近くの神戸総合運動公園の丘 

 

 

3. 孫たちが駆けてゆく 伊川谷の森本さんちの朝採りイチゴ 

 

 

 

4. 庭先で咲き出した春の草花  ツタンカーメンの豆も弦を伸ばし赤い花をつけはじめました 

 



 

  

 

5. 今年は不漁?   「いかなご 新子漁」解禁日は 3 月7 日に    

   西神戸の春の風物詩 「いかなご 新子漁」といかなごくぎ煮  

 

神戸の春の訪れを告げる風物詩「いかなごの新子漁」は昨年に続き、 

いかなごの成長が遅れて、大阪湾・播磨灘とも解禁が3 月7 日解禁に。 

地球温暖化・昨夏の水温が切実に関係しているらしく、今年も不漁のようだ。  

でも「待ってもらっていたいかなご 3 月7 日よろしく」と電話の向こう 

で明るい声。 西神戸 最大の関心事はいかなごのくぎ煮。 

家内も材料をそろえに走り出した。いよいよ春本番。  

こっちもまもなく くぎ煮と新子の釜揚げで一杯やれる。待ち遠しい限り。  

 



ところでいかなごがもともと北の魚。水温上昇する夏場 じっと「夏眠」して冬を待つのをご承知でしょうか…  

夏場に大坂湾の砂地から頭を出して夏眠するユーモラスないかなごの親の姿が 春の「くぎ煮と新子の釜揚げ」

での 一杯の楽しみを支えている。  

昨年 砂地から頭を出して夏眠するいかなごの写真を初めて見て、ご紹介したのですが、この時期やっぱりいか

なごの話がないと寂しく、再度ご紹介。 

 

 

大坂湾の水温が下がり、夏眠からさめて活動を始めた正月前後 大坂湾の砂地に産み付けられたいかなごの卵。それが孵

って、春 プランクトンを求めて大阪湾や播磨灘一帯に広がり、成長していかなごの「新子」になる。  

さらに成長して親となったいかなご(ふるせ)が、水温が高い夏場から 12月まで 大坂湾の砂地で「夏眠」し、水温上昇

をやり過ごし、生き延びて産卵を待つ。 大阪湾のいかなごにとって 水温上昇は産卵・成長切実な問題で、不漁にも影

響する。 このまま地球温暖化がさらに続けば、大坂湾での産卵をあきらめるかも。  

それとも もっと知恵をつけて大阪湾にふみとどまるのか 地球温暖化が 春の楽しみにも影響。 

ちょっと知恵を出さねば…・  

 追伸   

3月 7日 いかなご新子漁が解禁されましたが、びっくりする高値と 

水揚げ量の減少に 買い求めたいかなごの袋を手に街を歩く人少なし。 

もう このまま神戸の春の風物詩も消えてしまうのか……  

でも 少しは買って 春の味覚を楽しまねばと。  

9日夜 我が家の食卓にやっといかなごが……  

家内はこれから毎日いかなご乳化の列に並んで  

値段を眺めながら考えるそうだ。   

今年の神戸いかなごの春です 



6. 3.11. 東日本大震災と原発事故の記念日を前に思うこと 

     忘れてならぬ 3.11.東日本大震災と原発事故 そして さらに昨年も新たな自然災害が多発  

     被災者の皆さんの復興はまだ道半ば さらなる自立支援・救済の手が差し伸べられますよう   

子供の貧困率を見れば 日本の今のひどい状況が一目瞭然。 そのひどさに唖然とする。   

もう 猶予なく、社会全体がこえをあげねば・・・・・。 これが なぜ 震災復興と関係するのか……・  

自立復興・日本復興の道は 被災者に限らず、そのベースは個々の生活基盤の確立が大前提。  

それが今 増々脅かされている。 なぜなのか・・・・・・・  

 

わかっていてもやらない政治家の群れ。まったく現実・現場を自分で見ない政治家には早く退場を願いたい。  

 当事者意識の欠如した日本の社会。景気対策・自由な働き方・東京・大企業・金融等  々いまだにトリクルダウンなど

と騒ぎ立て くるくるその物言い・判断変更 それが今の日本社会の現実。  

  

今 日本は世界から取り残される最大の危機にある。とてもやないが、「栄光に輝く日本」ではない。  

非正規雇用政策からの一刻も猶予のならぬ転換と安定雇用拡大。個々の安定雇用への道が急務である。  

世界がそれぞれ政策を転換して、その方向に舵を切る。それなのに 日本だけがなぜ・・・・・・。  

また世界の孤児にならぬよう。 

若者たちは ぬるま湯に浸っておらず、今の現実にたちむかえ!!と願う。   

 

いまだに進まぬ震災復興。生活基盤の基本である安定雇用。 この視点から眺めないと日本の歯車もまた回らない。   

日本の危機もまたここにある。何が今必要なのか…・  

この機会に今一度「正面から 明日はわが身」と現実を直視する必要に迫られていると。 

 

7. 今月の home page 更新記事     

 

 

 



◆ 今月(3 月)掲載の主要記事より 

 



弥生3月 心地よい風に どこかで春が生まれてる 野山も海も里も街も春の活動が始まって華やかに。  

相変わらず、気の向くまま、足の向くまま「1日8000 歩 早歩き20分」の近くの健康Walk 。  

簡単なようで これだけで半日がつぶれ、毎日となるとなかなか。 でも 好奇心いっぱい 面白い。  

できるだけ新しい道をさがして、マクドにコンビニでコーヒー飲みながら歩数をチェックし、 メールを確認する技も。  

また、なかなか思うように撮れなかった明石海峡・日没そ

して 元気に春を駆ける孫たち等々西神戸の春景色ととも

に独りよがりですが、2017年春を飾る写真が取れました。  

毎年この時期春を探しに行く西神戸の里 神出の里 雌岡

山の雪割草と満開の梅 総合運動公園の丘をまっ黄色に染

める菜の花 伊川谷の森本さんのイチゴハウス 毎年春を

探す定点ですが、春を感じるとっておきの場所です。  

取り立てては 何もありませんが、早春春の息吹が感じて

いただければ・・・・・・・と。  

 

「和鉄の道」「風来坊」「四季折々・From Kobe」2016 年の記録の整理。 

 なかなか頭が回らずでしたが、walk の合間 やっと整理完成できました。身勝手な記録ですが、一年一年 物忘れが

ひどく、時間の経過もあやふやになりがちですが、私にとっては貴重な記録に。  

2016年激変の時代 鉄のルーツを探るエポックメーキングの年でもありました。 

整理しながら、あたらしい発見も。  

1999年からの年度ごとの整理を項目別に 一度ゆっくり見なければ・・・・・とも思っています。 

 

スピードを上げて春が広がってゆく。 早くhome page 更新しようと思いながら、3月も10 日更新になってしまい  

ました。何かのお役に立てば・・・・と。  

 

◎ 3 月は別れと門出の入り混じる時期。 町で見かける若者たちに前向いて 大きく育て!!と。  

  4 人の孫も受験・新中学生・新小学生に幼稚園入園。みんなに世話になりながらも、たくましくなったと。  

  今それぞれ 4月からの新しい準備に精を出しています。それが一番。  

◎ また、親しい仲間が急に病に倒れた。あの元気な仲間が・・・・。 

良きも悪しきも若かりし頃の思い出が頭を駆け巡る。じっと見守り、回復を祈るしかなし。  

 あの元気な笑顔を今一度。仲間も家族もいる 神ともにいましてと祈る。  

 

老齢がいつもすぐ身近に感じる歳になり 物忘れや頭の回転力・俊敏さの衰えはいかんともし難い。 

多くの人たちに支えられ、 孫たちに振り回されせることも多い毎日。   

家族ともども元気に暮らしています。 

 「まあええか 元気だして行こう」と 

 心は行ったり来たりですが  

 好奇心さえあれば・・・と前向いて 

お互い笑顔で 前向き思考 元気で乗り切って行きましょう

 



2017 年 4 月 春うらら 待ちかねた春到来 神戸の春を届けます. 

 野山も里も草木萌え 生命観あふれるうれしい季節  

.             街には新しい門出の若者たちの華やいだ声が響く  新しい出会いと出発に日々あらた  

若者たちに「力一杯飛び出せ!! 」とエールを送りつつ、好奇心もまだ旺盛  

老いの毎日を元気に 前向いて!!   Stay  Yung Day!!  

生命あふれるうれしい季節  戸外に飛び出して 今を元気に 2017.4.10. 

  

 

 

1.  2017 年春爛漫 ≪1≫ <  かつて訪れたことがある日本各地の一本桜  > 

桜を眺めるといつも口づさむ 歌がある 桜が咲くと毎年同じ動画の掲載お許しください 

満開の花をつけた枝を 精一杯広げる一本桜 人それぞれに 思い出がある 

 

桜を眺めると いつも 口づさむ歌がある    

懐かしい私の応援歌 かつてのTV ドラマ主題歌 「記念樹」  

「桜の苗が大きく育つ頃 僕らはみんな 大人になるんだ・・・・・・」 
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【スライド動画】<< かつて訪れたことがある日本各地の一本桜  

  http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/walk11/1405fkobe01.htm より 

From Kobe  2014.5月  懐かしい私の応援歌 かつてのTV ドラマ主題歌 「記念樹」  

 

   

 2.  2017 年春爛漫 ≪2≫ 神戸の待ち兼ねた春到来 

 

  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/walk11/1405fkobe01.htm


 

好奇心もまだ旺盛 Stay  Yung Day!!   野山も里も草木萌え 生命観あふれるうれしい季節  元気に前向いてと。 

 

名産「須磨海苔」の摘み取り作業の最盛期 須磨の海の養殖いかだ群  

 

3.  ４月１6日は Happy Easter わが身をふりかえって 

4月16日イースター・復活日 「神ともに いまして」 の思いも日々新た 

家内が種から育てた「アーモンド」の木が、久しぶりに花をつけました。  

アーモンドの花言葉は「希望」「愛」「優しさ」 アーモンドの香りが漂う春  

病気や追いの克服など幾多の困難の中にいる 仲間や多くの人達に思いをはせつつ、 わが身の今を感謝し、 

 世界平和そして迫りくる老いに 今を元気にと祈る。  

仲間が教えてくれたジョージ カーリンの名言 「老いを楽しく生きるために」の中に 

 「ストレスをためずに１００まで」の名言がある。 老いゆく中で うなづくことも多い。 

 なかなかむつかしい時代。それだけに心に響く  



 

 

 

4. 今月のhome page 更新記事 

 

◎ 7 世紀に築かれた日本最古のダム形式のため池 狭山池を 久しぶりに訪ねました 2017.3.14.  

   

 



.【From Kobe 4月  2017年 4月 春うらら 待ちかねた春到来 神戸春便り】  

.    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 春うらら 待ちかねた春到来 神戸春便り  

● 森友問題 ぶれている国会の「忖度」論議に  

縄文の他利の精神を重ねて  

 

今月もホームページの更新が月の半ばになってしまいました。  

異変や異常続きの昨今 もう感度が随分衰えたなぁ…・と。  

更新記事 特に新しいトピックスもありませんが、 

神戸近郊 毎日 walk に精を出す中で、気が付いたこと  

見聞したことなど 独りよがりの季節のメモばかりですが、 

気持ちに触れるところがあれば幸いです。  

また、ページの読み込みに時間がかかりますが、 

お許しください。 .  

時代・世界の変化がスピードを上げて進んでゆく。  

日増しに変わってゆく、周りの状況に取り残されまいとひしひしと感じる昨今、知恵がほしいなぁと。 .  

今年のイースター 年毎に多くの仲間が老いと戦っていると知りました。 わが身にもひしひしと。  

そんな仲間に思いをはせつつ、神共に居まして、無理せず今を笑顔で  とかみしめる。  

また、孫たちを含め、若い人たちには  滞を吹き飛ばして 臆することなく、  

自分の道を切り開いてほしいと。 

 

             



2017 年 薫風 5 月  ほのかな香りを漂わせ、心地よい風が吹き渡る  

.      野山も街も 生命観あふれる うれしい季節  2017.5.5. 

 

 

真っ青な空と新緑に包まれた野山に野鳥の声が響き  

.色鮮やかな花に飾られた街角を 新一年生たちが列を作って駆けてゆく  

若葉を揺らす「新樹風」・青葉の間を吹く「青東風」のことばもあると聞く  

おいしい風を 胸いっぱい吸い込んで、さあ! 飛び出そう

 

 

 2017 四季折  々

        05 



2017 年 薫風 5 月 新緑の候 いかがでしょうか・・・・・   2017.5.5. 

葉を揺らす「新樹風」・青葉の間を吹く「青東風」のことばもある

と聞く。  桜便りの終わりと共に、西神戸の野山では一機に芽吹き、

あっという間に新緑に。  

刻々変わりゆく緑の中 ピンクのミツバツツジと石楠花が今満開に。  

ほのかな花の香りを漂わせつつ、心地よい風が吹き渡る  

野山も街も 生命観あふれる うれしい新緑の季節  

活気にあふれた営みがここかしこ  

気分も爽快 晴れやかに  

眼を凝らしての街歩きにも もってこい。   

おいしい風を 胸いっぱい吸い込んで、さあ! 飛び出そう!! 

 

1. 薫風５月 新緑  いかがでしょうか…  home pageを５月のページに  

   ミツバツツジの美しさと花言葉「節制」「平和」 

桜が散って、心地よい風が吹き来る新緑

の５月になりました。 今 西神戸の野山

では、ミツバツツジが満開に。  

ふと、子供の頃 まだ、樹木が少なく、

荒れていた仁川・逆瀬川や 奥池などの六

甲ハイキングで見かけた美しい光景が記

憶にある。 ミツバツツジが野山を飾る５

月 気分も爽快 晴れやかに。 

. 

関西ではあまりにも身近過ぎて、 

つい忘れています。   

やせた尾根や岩場、里山の雑木林などで、

美しい紅紫色の花を咲かせ、 今 芽吹き

を迎えた須磨の里山のあちこちでも 淡

いピンクの花を咲かせています。  

気になって 花言葉を調べると 花言葉は節制」・「平和」  

厳しい環境に強いことや慎ましやかな上品な見た目からつけられたという。 

   

あまりにも数を頼りに、仲間しか眼中にない身勝手・横暴が横行する 今の時代。 山の岩場などで ひっそりと咲く淡

いピンクの花の美 しさに 魅かれ、ふっと気が付く。 世界情勢・地球環境の厳しさをわが身に感じつつ、  

「人任せには出来ぬ」「置いてきぼりにはされぬぞ」との思いはあるのですが、相も変わらぬ気ままな神戸の暮らし。  

相も変わらぬ身勝手な私の風来坊メモ録を掲載しています。 



2. 一本桜「たたらの里佐用漆野 光福寺の大糸桜」 & 佐用旧三日月町弦谷の「カタクリ」 2017.4.12. 

満開の花をつけ、大きな枝を精一杯広げて立つ一本桜に時間を忘れて見とれた感激は忘今もれない。  

満開の花をつけた一本桜には誰しもそれぞれの思いがある。 

また、私の一番好きな花 氷河期の生き残りで、春の妖精と呼ばれる「カタクリの花」との出会いにも 

人一倍思い入れ がある。本年は神戸奥平野の一本桜「舞桜」を今年は仲間を案内しようとしたのですが、 

残念ながら開花が遅れ満開の舞桜を見られず。 

また、毎年出かける西播磨佐用弦谷の「カタクリ」にも 不順な天候も重なって遅れてしまいました。 

毎年 春出かける佐用への原チャリ Walk。 遅れて４月１２日になったおかげで、佐用への播州路は桜満開の花回廊。 

たたらの里佐用漆野に咲く満開の一本桜 光福寺の「大糸桜」 

そして、陽が陰り始めた午後 佐用弦谷のまだ冷たい風に、まっすぐ顔を向け、身を震わせる可憐な春の妖精 佐用弦 

谷の「カタクリ」の両方に出会えました。本当にうれしい春になりました。 

もう今後何年続けられるか わからぬ春の西播磨佐用への原チャリ walk   来年も是非続けたい。 

【1】 ２０１７年の一本桜「たたらの里佐用漆野 光福寺の大糸桜」  

  

【2】 たたらの郷にさく春の妖精 ２０１７年の佐用弦谷の「カタクリ」 

  

3. 「いいから いいから」長谷川義史の世界展の紹介 

 

TV「ちちんぷいぷい」の「とびたせ えほん!」で街歩きの絵本作家 長谷川義史さんの絵本原画展が明石で今開かれ 

ている。私の HP の top page に毎度掲載している小学生安里有生さんが、沖縄平和式典で朗読した自作の詩 「へい

わってすてきだね」の詩の挿絵も長谷川さんである。  

素朴な絵と「いいから いいから」と何事にもニコニコ語りかけてくれる魅力たっぷりの長谷川さんの絵本の作品世界

が、そっくりそのまま展示されていて、みんな笑顔で楽しんでいる。  



忘れていた下町の暖かさを見事に写し取り、「こんな話きいたようなぁ・・ こんな人も近所にいたなぁ」と呼び起こし

てくれる長谷川さんの絵本の世界。 「いいから いいから」の言葉とともに「平和な暮らしと優しさ」にどっぷり浸る。  

こんなにゆっくり 一つ一つ時間をかけて展覧会見たのも久しぶり。絵本 買って帰ろ!! と。  

肩肘張らぬ平和を考えるにもいい機会 おすすめです。機会があればぜひ。  

 

4. ５月 3 日 憲法記念日に 平和憲法と立憲主義  

憲法改正論が日増しに高まり、「平和憲法」が葬り去られようとしている。 

現自民党政権の理念も何もない憲法改正への横暴ぶりは目に余る。憲法改正が思いどおりに行かぬと見るや、今度は大

学授業料の無償化を憲法の条文に織り込むという。 金でほっぺたをたたく現政権のやり方そのものであり、現政権の何

が何でも憲法改正するという横暴振りが露骨に見える。  

現政権にとって、一般人に迎合しつつ、義務教育と高等教育・大学教育の違いをおおい隠し、大学支配をも強める一石

二鳥の策とみる。それでいて、「立憲主義」「積極的平和主義」という。 そもそも「積極的平和」などというものはな

いのである。  

現行の平和憲法は立憲主義をとっているが、立憲主義とは権力の行使を憲法で縛る、コントロールすること。 すなわち、

立憲主義とは、国家権力を憲法で縛るシステムのこと。個人の基本的人権が保障され、個人の権利自由が侵害されない

ために、 この立憲主義のシステム 「法の支配」がある。  

現政権の政治の姿勢はだれが見ても、立憲主義を大切にしているとは見えぬ。改正しようとする条文案に人の目を通さ

ず、自分の目で読めば、そのことがはっきりする。  

現在日増しに戦争の危機が迫っているが、これとても 米トランプ政権と運命共同体を目指す現政権が作り出したもの

と言えなくもない。  

人類が幾多の絶滅の危機を乗り越え、現在の繁栄をかちえたのは唯一「利他を思いやる心」にあったことを歴史が示し

ていることを忘れてはならない。戦は戦を呼び、ついには絶滅していった歴史は死屍累々である。  

一万年も平和で豊かな生活が続いた世界に類のない日本の「縄文」社会   

そのエンジンは「他人を思いやる心」だった日本人の心の故郷 縄文である。  

また、縄文までさかのぼらなくても  

「戦後７０年 平和憲法の下で日本は繁栄を築き上げた」  

厳然とした事実である。  

現政権・憲法改正推進者たちは、 今なぜこんなに火急に平和憲法をかえねばならぬのだろうか・・・・・・  

一般人・市民として 自分の目で見て 確かめることが必要だろう。  

小学生安里有生さんが、沖縄平和式典で朗読した自作の詩「へいわってすてきだね」が、心にゆっくりと響き渡る。  

ぜひご一読を 平和憲法は日本の柱 平和憲法を守ろう 国の大きな転換点 今 声を上げねば !!   

平和を今 自分の頭で考えよう  

戦後70年を生きてきた一人として、 年寄りのたわごとと言われようと若い人たちに伝えねばと。  

                           2017.5.3. 健康記念日に by Mutsu Nakanishi 



5. ２０１７年石楠花  2017.4.29. 

遅れていた六甲森林植物園石楠花谷のシャクナゲが咲きだしたと連絡聞いて 2017.4.29.に出かけました。  

また、５月１日京都八瀬の墓参りに出かけた機会に、久しぶりに雲母坂から比叡山へ  

比叡山延暦寺境内にも 石楠花がいっぱい咲いていました。  

まだ、整理していませんが、今の時節 山を飾る花なので、一部ですが、花の写真を掲載しました。 

 

6. 今月のhome page 更新記事 

 

 



◎ Iron Road 和鉄の道 製鉄遺跡探訪  

 ≪鉄のはなし あれこれ≫ 「鉄のまほろば」   

 山陰中央新報社編「鉄のまほろば -山陰 たたらの里を訪ねて-」2016.5.25. の本の紹介  

たたら跡の見学に出かけようと思いつつも今回

も記事掲載出来ませんでしたが、「鉄のまほろ

ば～山陰たたらの里を訪ねて～」の本見つけ、

「鉄のまほろば」の言葉に吸い寄せられて、 一

機に読みました。 随分参考になり、うれしい一

冊でしたので、ご紹介。 

地方紙山陰中央新報に連載された「鉄のまほろば」

４９編を一部加筆・修正して一冊にした本。  

 「鉄のまほろば」「今も残る日本遺産 山陰たた

らの里を訪ねて」の紹介文に魅かれて、買い求め

たのですが、断片的だった自分のたたら製鉄につ

いての知識整理をも含め、面白くて、一機に読みました。  

たたら製鉄に興味のある方の良いガイドブックであり、また、たたら製鉄が山陰で果たした役割の大きさ、そしてそれが今も

生きていることをよく示している 

◎ Country Walk 風来坊  

 1.【スライド動画】毎年春になると待ちかねて 出かける播州路   

   2017 春 たたらの郷 西播磨佐用へ 原チャリで駆ける」2017.4.12. 

    

  2.【スライド動画】 2017年春 ミツバツツジが彩る 西六甲縦走路を歩く   

   ミツバツツジが岩尾根を彩る須磨アルプス 馬の背  2017.4.19.   

 

    神戸の春の花Walk を 上記２つのスライド動画に。  

◎ from Kobe  薫風 ５月 新緑の便り  

  1. 5月3日 憲法記念日に 平和憲法と立憲主義   

  2.「いいから いいから」長谷川義史の世界展の紹介  

 最近はぶつぶつが多いので、楽しい絵本に触れて ニコニコと 肩肘張らぬ平和を考えるにもいい機会  

おすすめです。機会があればぜひ 

    

 

 



  

目に青葉 山ホトトギス 初ガツオ 

今月もホームページの更新がままならず、 

 ゴールデンウイークのさなかになってしまいました。  

元気にお過ごしのことと存じます。  

カツオ漁・イカ漁とも大不漁だという。  

どうも 今年の春の異常さはいかなご漁の大不漁だけ  

ではなさそうだ。桜の開花が１週間の遅れ。各地の山の

石楠花も １週間以上遅れている。  

また、琵琶湖の稚アユ漁の不漁に端を発した各地河川  

のアユ漁も大不漁。 海も山も里も春の異変が続いている

という。  

不気味で地球環境の変化がここまで来たかと。 早く手を打たねばと心配になる昨今です。。  

更新記事 特に新しいトピックスもありませんが、毎年春恒例の佐用への原チャリwalk 今年も行けました。  

佐用の一本桜 漆野の大糸桜や弦谷のカタクリに出会って きました。  

また、引き続き、神戸近郊 毎日 walkに精を出す中で、 気が付いたり、見聞したことなど独りよがりの季節のメモ  

ばかりですが、何かの役に立てば幸いです。  

また、ページの読み込みに時間がかかりますが、 お許しください。  

情報や季節の便りなども含め、引き続き よろしくお願いします。 

 

 

  



ひまわりの夏 2017   2017.8.5. 

      

2017ひまわりの夏 到来  無理せず 元気に !! 

2017ひまわりの夏 今年も元気なひまわりを届けます。  

ギラギラと照りつける太陽 真っ青な空に モクモクと入道雲がわき、

毎日 頭や肌を刺す酷暑の夏になりましたが、いかがでしょうか・・・・、  

恒例の夏迎え東播磨 加古川中流の広大な田園地帯 小野市浄谷「ひま

わりの丘」や 西播磨 千種川が流れ下る「佐用町旧南光のひまわり畑

(漆野・林崎)」を訪ね、 元気なひまわりに出会ってきました。  

黄色いまん丸の顔が並び立ち、一斉にこちらを向いて笑顔で「よぅ!!」

と。  

一年ぶりの出会いに元気をもらう。  

.  

ギラギラの太陽の季節 年寄りには厳しい夏ですが、 

自宅の庭では朝顔も咲きだして、毎朝、数を数えるのが楽しみに。  

気分も新らた 元気に前向いて この夏を乗り切りましょう。  

     2017ひまわりの夏    

      家族・仲間もいる 前向いて Got be With You !!   

            2017.8.5. 神戸で Mutsu Nakanishi 

 

   

 2017 四季折  々

        06 



2017年 8月 盛夏  厳しい夏に  無理せず  元気に 

 

1. 盛夏 厳しい夏の到来  いかがでしょうか… 

ホームページ更新ストップしていましたが なんとか 2017ひまわりの夏の更新ができました。 

8月 梅雨が明けたというのに蒸し暑い酷暑。  

神戸の街の通りには 所々に涼風を演出する 

 氷柱が置かれ、思わず氷柱に手を伸ばしてしまう。  

でも、元気に この厳しい夏を乗り切らねば。  

無理せず体調管理にご留意されますよう。  

 

酷暑とともに日本各地では集中豪雨災害が続発。  

樹木もろとも山の表層部を流しとる猛烈な雨の尋 

常でないすさまじさ。 普段 何でもない所で、 

こんなすさまじい災害が現実に。 

明日は わが身にもの危険を認識。 

被災された皆様が一日も早く立ち直られますよう。  

地震・津波とともに、危険予知だけではどうにもならぬこの地球温暖化による気象激変の常態化への国土強靭化にも手

をうたねば・・・・。そんな激動の時代に 人はそして 日本は何をしているのだろうか・・・・・  

国内・国際情勢ともに 政治も経済も何か変。 核の脅威をこんなに身近に感じるのも初めて。  

それでいて言葉だけの平和が独り歩きする。お友達政治か何か知らないが、  

踊らされてきた自分だけが 気が付けば枠の外お友達の中に入れてくれそうもなし。  

ふっとそんな不安と焦燥。 それに老いが 追い打ちをかける。  

今ほど 自分の立ち位置を自ら考えねばならぬ時はなし。 愚痴は いうまい。 前向いて ひたすらに・・・・。  

 

老いや介護・闘病などと向き合う仲間の姿を見聞する機会も増え、老いを感じる昨今、気力の衰えもあって   

好奇心はちょっと薄れたのか、PCの前によう長くすわれす、ずるずるとホームページ更新もストップに。  

まだ ひきづっているのですが、なんとか「2017ひまわりの夏」の便りは出したいと。 この間 ご心配もいただき

ましたが、幸いにも 家族ともども元気で、  

体調も変わりなく 1日1万歩越の健康walk 仲間の会・同窓会もせっせと通っています。  

まあ 先はなんとかなるやろう。 幸い家族・仲間もいる  ゆっくりと思いつくまま 気の向くままにと。  

今 介護や病気 そして老いなど困難に直面している仲間へ  

いつも 思いをはせています。  

忘れまい 忘れないで 仲間がいることを」 お互い 前向いて  God be with you!!  



2. 夏の朝の楽しみ 「朝顔」 

  

夏の朝 ひっそりと咲いて昼にはしぼんでしまう朝顔  

 そのすがすがしい姿 なんともいえぬやさしさに心奪われ、  

「今日も ゆったりと一日を」と   

「今日は幾つ どんな色の花が咲いているだろうか? 」と   

毎朝早く起きだして庭の朝顔をみるのもまた夏の楽しみ。 . 

大きな葉っぱの陰からそっと顔を出した花に ふっうと息を吹きか

けるとパッと大輪の花を広げる。  

シルバー世代にとってはうれしい 朝のひとときです。 

今年はひまわりも朝顔も種をまくのが遅れ、庭先のひまわりはまだ成長途上で 花はこれから。  

朝顔は少し花が咲き始めたところ。 これからです。 

3. 今年も夏の高校野球の応援で夏が来た!!    4. 初夏の味覚「トウモロコシ」の髭 好奇心で 

  



5. 海の記念日 7月 15日  開港 150年を迎えた神戸港では 帆船のパレードが行われました 

 

6. ひまわりの夏 2017  平和を願って  決意も新たに!! 

 

 



この5月はじめに広島で同窓会があり、広島平和記念公園・新装なった原爆爆資料館見の機会を得て、原爆投下のビデ

オやオバマさんの折り鶴などの展示を見ました。 

◆ PDFPhoto 原爆資料館 & オバマさんの折り鶴  http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708photo.pdf 

◆ 原爆資料館 映像展示資料 原爆を投下された広島  http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708.mp4  

小学校の頃見た映画「原爆の子」・習った歌「みたびゆるすまじ原爆を」 そして、小学生安里有生さんの詩「へいわって

すてきだね」の朗読を思い浮かべながらの見学でした。  

 

 

やっぱりブレず・迎合せず やっぱり「平和の危機」 

「憲法九条を守ろう 」「核の廃絶」を訴えよう。  

そして それが平和な暮らしを守る道だと決意も新た。  

. 見聞する社会の激しさ・異常さそしてして地球環境変化の 

おそろしさ等  々 いろんなことが去来する８月   

でも 毎日がなんとわなしに過ぎてゆく。   

家族・仲間など多くの人たちのありがたさを感じつつ、 

穏やかで 平和な暮らしの方向へ ゆっくりでもいい  

動いてくれることを願がわずにはおられない。  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708photo.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708.mp4


家族ともども健康でいられることを感謝しつつ、 一番気にかかるのは 老化・介護・病気など困難に直面している仲間

のこと また 自然災害に見舞われた被災地の皆さんほか 多くの人たちへ  

いつも 思いをはせています。「忘れまい 忘れないで 仲間がいることを」   

お互い 前向いて God be with you!!   

.   

日差しは耐え難い酷暑 暑さに負けぬ 好奇心も健在    

前向いてと思うのですが、さすがにきつい。 お互い無理せず この夏を乗り切りましょう   

              去来する平和への思い 家族・仲間にも思いを寄せつつ   

                 2017.8.1.ひまわりの夏2017.  Mutsu Nakanishi 

 

7.  今月のhome page 更新記事 

 

◎ Iron Road 和鉄の道 製鉄遺跡探訪  

最近ご紹介する記事がありませんでしたが、 5 月 大阪歴史博物館 特別展「渡来人 いずこより」で得た渡来人の

ふるさと探しから見えてきた 初期大和王権成立時の畿内の状況などを整理しました。  

渡来人の故地探しから見えてくる渡来人の日本各地との交流 実に面白い特別展でした。  

また、下記に愛媛大の歴史交流会で聞いた話も合わせ、垣間見えた古代鉄の謎を解くカギと自分には見えた  

最近の古代鉄技術聞きかじりメモを下記に。 ご参考になれば……  

 ● 最近の鉄の話題 私の聞きかじりメモ  

文物・文化・技術の交流を担った渡来人と物流を担った海人 両方の役割をよく理解しないと古代技術伝来の謎は 

解けない。文物は海人たちによって 周辺地域へ拡散するが、文化・技術は拡散できず、  

技能者である渡来人が一緒であれば、容易に周辺地域を飛び越えてゆく。  

これら両方を丹念に調べてゆけば、技術渡来の謎も解けてゆく。  

そんな技術伝来の集積地が、畿内では纏向遺跡であり、渡来人・日本各地との交流の場だったのだろう。  

今回の展示を見ていて、それがよくわかった気がする。   



今 淡路島の海人たちの役割が畿内の初期大和王権誕生期に果たした役割が注目されている。  

今まであまり取り上げられなかった海人を先進技術伝承・習得の側面から眺めることで、今まで謎とされてきたことが

解けるかもしれないと。その一端をご紹介。  

また、7月23日愛媛大アジア歴史講演会で、東亜大黄暁芬先生より 

「古代アジア文明の十字路 ベトナム ルイロウ遺跡では 巻向と同じ時代に 中国の郡都が置かれ、  

インドなど他地域の文物含め、当時の中国四川の王都の文化が色濃く残り、製鉄遺物も数多く出土している。  

あまりよくわからなかった東南アジア・海路の通商路が見えて来る」 

との発掘調査の概要をお聞きした。 このルイロウの地は東南アジアの纏向だとおもえた。  

調査が進めば 日本との関係 製鉄技術についても もっとはっきりするだろう。  

◎ Country Walk 風来坊  

毎日 デジカメ片手に気に入った景色があるとパチリぱちりとやりながら、健康walkに精を出し、  

帰るとスライド動画にしてたのしんでいます。  

目新しい景色は中々取れませんが、BGMを入れてゆったり聞くのもうれしい日課に。  

そんな中から、いくつかご紹介。  

◎ from Kobe  8月 盛夏 2017ひまわりの夏便り  

  ひまわりの夏2017 平和を願って 広島原爆資料館で 

 

 ◆ ひまわりのなつを夏のページに更新して 

5 月の更新以降、何やかやで更新を休んで

いましたが、なんとか、ずっと続けてきた

ひまわりの夏の便りは出したいと。  

中々思うようにならず、結局ばらばらのま

ま、ひまわりの夏の便りを出すことになり

ましたが、お許しください。。 

照りつける太陽に 一斉に顔を向けて立ち

並ぶひまわりの姿  そのまなざしが一斉

に自分に向いていているとはっと気が付いて、 ありがとうと微笑み返す。  

ひまわり畑の中にいると何度か経験するうれしいひととき。 今年も会いに出かけてきてよかったと。  

 

この夏 特に親しい仲間も含めて、多くの仲間が、老化・介護 病気など幾多の困難にたち向かっているっていると聞く。  

そんな仲間も含め、多くの人たちにも 一つでも 目に留まって 勇気づけてくれるひまわりに出会ってほしいと期待し

ています。  

家族ともども健康でいられることを感謝しつつ、 

 気にかかるのは老化・介護・病気など困難に直面している知人や  

仲間のこと そして、過酷な災害に見舞われた人たちへ  

いつも 思いをはせています。 「忘れまい 忘れないで 仲間がいることを」   

お互い 前向いて Got be with you!!   

また 平和の願いもまたひとしお 平和で穏やかな暮らしが ひろく行き渡るよう  

 

日差しは耐え難い酷暑 暑さに負けぬ 好奇心も健在   

 前向いてと思うのですが、さすがにきつい。   

オタガイ無理せず この夏を乗り切りましょう   

去来する平和への思い 家族・仲間にも思いを寄せつつ   

 2017.8.1.ひまわりの夏 2017.  Mutsu Nakanishi 



2017秋 10月 秋便り 彼岸花の花が里を飾る秋 小さい秋を探して 

           2017.10.1. 

 

相久しぶりに晴れ渡り、生駒山も遠望でき、大阪湾全体が見える また、鉄の名を持つ赤穂黒鉄山にも登りました 

 

   
 「9 月になって」朝夕さわやかな風が吹き渡り、空は一気に秋色に 東白川台から眺める南北に延びるひよどり台の丘 

.真っ青な空にうろこ雲が流れる秋の空  吹きくる心地よい風をいっぱい吸い込んで    

いつもの景色も違って見える 小さい秋さがして 心身共に生き返れと 

2017秋 彼岸花の花が里を飾る秋到来   

色々課題も多い毎日ですが、元気に 前向いて 過ごしたい。   

変わりゆく時代に しっかり目を向けて 老いを生きたいと   

家族・仲間もいる 前向いて 我が道を行く  

God be With You !!  2017.10.1. 神戸で Mutsu Nakanishi. 

Iron Road 2017 秋便り「彼岸花の花が田園・里を飾る候 小さい秋を探して 」のホームページ更新です。  

更新がままならなくなって来ましたが、元気に神戸で暮らしています。 特に目新しくはありませんが、 

この夏 久しぶりに「鉄」の名がつく山と砂鉄浜を西播磨赤穂に。 そして有馬と同じ太古の含鉄強塩高温の赤湯 武庫

川温泉にも訪ねた記録など久しぶりに Iron Road 関連の気になっていた場所や現地を少し訪れて記事にできました。  

また、この夏から秋の Country walk 2017朝顔アルバムほか 動画にして楽しんだ記録などをまとめ、掲載しました。 
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秋の夕日はつるべ落とし 同じ5時半ごろの夕方 左:9月末 「静」・右 8月末 「動」  

夕日を眺めるのが好き でも なかなかうまく撮れないですが、「静」・「動」対照的ないいシーンが撮れました。 

1. 2017年 彼岸花の咲く秋 小さい秋を探して 秋便り 

 

ぐずぐずしている間にゲリラ豪雨など厳しい夏もすぎ、 

彼岸花が田園の畔を彩る実りの秋に。  

真っ青な空にうろこ雲が流れる秋の空 吹きくる心地よい

風をいっぱい吸い込んで いつもの景色も違って見える  

小さい秋さがして心身共に生き返れと。  

いかがでしょうか・・・・・・  

終活・断捨離を話題にする歳になりましたが、体調も変わ

りなく1日1万歩の健康walk 家族ともども元気。  

「今でないと」との思いも強く、仲間が声かけてくれると 

仲間の会・同窓会にもせっせと出かけています  

まあ 先はなんとかなるやろう。   

幸い家族・仲間もいる ゆっくりと思いつくまま 気の向くままにと。  



自分の健康に感謝しつつも、この夏 老齢やがんなどと闘っている仲間が急に増えて、そんな仲間のことが頭から離れ

ない。 ただ 思いをはせることしかできませんが、笑顔での復帰を願って God be with You!! とともに祈る。  

老いゆく身を意識しつつ、変わりゆく時代にしっかり目を向けて 老いを生きたいと 

2. この 10 月 若者たちが日本の突破口を開け!!  と  

一番の気がかりは平和 そして 日本活性化の道が見えぬこと。核の脅威をこんなに身近に感じるのも初めて。  

不安と焦燥の日々。今ほど 自分の立ち位置を自ら考えねばならぬ時はなし。   

   世界がどんどん日本を追い抜いてゆく はっと気が付けば 知恵なしの独りぼっちか・・  

    「テレビのバカ騒ぎ・スマホいじって、心地よい言葉・仲間さがして刹那に生きる。  

     目先を変えればなんとでもなる。 さおさせば 仲間はずれに  

そんな空気がいたるところに蔓延するこの10 月 若者たちが 日本の突破口を開け!!  と  

この10月は日本の今後の道を決める重要な選挙、おろそかにはできぬ。  

今ほど日本 そして世界がおかしいと感じるときはなし。TV・スマホのごとき使い捨てのキャッチコビーに騙されぬ

よう 今 声上げねば・・・・・・。 

「非正規雇用に歯止めをかけるどころか 働き方改革と称してさらに推進を図る」という。 

こんな政治が格差をますます広げ、不安感をさらに増大させる。 掛け声とは裏腹に自分・お友達さえよければ の村社

会がますます幅を利かしている。 東京一辺倒 働かぬ虚業優位のなせる業 行く道はドツボである。  

「こんな人たちとは 違うんだ」と平然と言う政治家たちの仲間は誰なのだろうか…  

今一番必要な製造業・産業の革新。新たな革新的成長分野の展開なしに日本復活の道なし。  

180 度 方向を転換すべき時である。格差の増大はもう 生存を脅かすところに来ている。  

これが日本の目指す高度情報社会?? 町を歩けばそんな光景がここかしこ。  

今立ち止まって 今の流れにストップをかけなければ・・・・・。  

◎ 伊弉諾景気以上の好景気?  実感に乏しいばかりか、政府の財政も未曽有の大赤字。 気前よく赤字国債奮発してと 

どまるところない。おかしいと思いませんか……。好景気という「益」は誰がしまい込んでいるのだろうか…  

ぬるま湯の大企業経営と今の素人政府の癒着の中では改革・革新の道はない。  

◎ 核戦争の危機と世界が見ている日本の対米追従。 日本の知恵のなさが浮き彫り。  

平和を 日々の生活を寄り添って考えてくれるのは誰なのかか・・・・・  

TV・スマホのサイト蔓延の使い捨てのキャッチコビーに騙されぬよう。  

 

追伸: この記事を書いている間に衆議院が解散。民進党は解党して小池百合子氏の希望の党に合流。  

   理念も何もあったものでない。それこそ中身もよく理解せぬ中・高年世代のスマホ選挙だ。  

   平和憲法・憲法九条を守ってくれる勢力はどうなってしまったのか   

   良くも悪くも こんな政治に見切りをつけた革新再生が必要な10月である。  

若者たちが 日本革新の突破口を開け!!  それこそ 若者の知恵・文化の塊 スマホを武器に!! 。  

この夏 垣間見た若者たちのすごい感性に期待し、エールを送る。 

 

 



3. 秋の空に映える白鷺城 故郷尼崎で進む 4層天守の城復元を重ねて楽しみ 

   

 秋の空をバックに 白鷺城と呼ばれる美しさを取り戻した姫路城 2017.8.19.  

平成の大修理 天守閣屋根瓦や壁の漆喰処理改修が完成。   

私の故郷尼崎では 4層の天守閣を持つ尼崎城の復元工事が着々と進む こんな雄姿になればと楽しみです 

4. 昭和レトロの看板を家全体に飾り付けた町家 西播磨赤穂の街で 

 .  

西播磨赤穂の街で、昭和レトロのなつかしい看板を家中に張り付けた町家を見つけました 2017.9.10.  

街中から古い個人商店が消え去って、こんな看板見るのは久しぶり。  

中で何を売っているのか??? コレクターの店で 入場料がいるとこっちは現代的です。  

子供のころの街の賑わいがふつふつと・・・・・ 消え去ったものは賑わいだけだったのか…・ 

5. 天ケ瀬ダム 轟音を轟かせての一斉放水に出会いました 初めて見るすごい迫力でした 

 

淀川水系宇治川の関西の水がめ 天ケ瀬ダムの大放水にでこわしました。 2017.8.15.  

ゲリラ豪雨が続いた今年の夏 前日の琵琶湖周辺のゲリラ豪雨 一旦収まったものの再度のゲリラ豪雨に  

天ケ瀬ダム6水門のうち上3門が全開され、轟音を轟かせて、一斉放水。  すごい迫力でした 



6.  神戸の里山 白川の里を飾る彼岸花  

 

 

7. 今月の home page 更新記事 

 



前回の更新から２ケ月 気になりながらも ついつい整理がつかず更新できずでしたが、やっと何とか更新。  

◎ Iron Road 和鉄の道 製鉄遺跡探訪  

特にトピックスはありませんが、この夏以前から気にかかっていた北播磨の古代たたらの郷を流れ下る千種川の河口 

赤穂のかつての塩田地帯 今は港を中心に工業地帯となっている沿岸を 砂鉄の痕跡を探して歩いてきました。 

赤穂の地図で、すぐそばに「鉄」の名がつく「黒鉄山」を見つけ、久しぶりに登ってきました。  

また、千種川の河口にわずかですが、砂鉄を堆積する砂鉄浜を見つけることができました。  

瀬戸内の素晴らしい夏の海の景色とともに和鉄の道 赤穂 walkを記事に。  

また、近くでよく知る武庫川河口近くに湧き出る含鉄赤湯 マニアの間では有名とい聞く秘湯の温泉銭湯  

「クア武庫川」に訪ねました。久しぶりにうれしいIron Road walk の記事が掲載できました。  

◆ Iron Road を歩く  中国山地古代たたらの郷から流れ出た千種川の河口 赤穂 千種川に 砂鉄の痕跡を探して 

 

久しぶりに名前に「鉄」のつく山 兵庫 100名山 赤穂市「黒鉄山」と赤穂千種川河口を歩きました 2017.8.19.& 9.10. . 

 

久しぶりに歩いた鉄を育んだ川の河口の砂鉄浜   種川河口東浜の先端          黒船山下の人工浜?のなぎさ   

古代たたらを育んだ北播磨から流れ下る千種川河口で、今も砂鉄を打ち上げ堆積する渚  

写真に見える先端の小山は 沈没した外国船に千種川の運が運ぶ土砂が積もってできたとの伝承があり、赤穂の町 

の背後にそびえる山は黒鉄山。その山麓赤穂市有年は弥生時代から住み継がれた地方豪族の拠点集落で古墳時代後期 

末の鍛冶炉跡が出土した赤穂市有年 牟礼・井田遺跡がある赤穂は水嶼に鉄の痕跡が残る面白い街。 

まだ また何かある面白い街と  

◆.【地球内部にも Iron Roadがある 赤湯】 武庫川河口近くの住宅地の中にある秘湯  2017.8.28. 

赤湯の天然温泉銭湯「クア武庫川」  太古のロマンを秘めた 含鉄・ナトリウム-塩化物強塩温泉(高張性・中性・高温泉) 

知る人ぞ知るかけ流しの秘湯の赤湯銭湯 火山が近くにない地で沸く猛烈に塩辛い真っ赤な熱湯の不思議な秘湯温泉で

有馬温泉と同じ泉質です。 



最近の研究から その湯は大陸プレートに閉じ込められた

600万年前の太平洋深海の海水と判明。南海トラフで沈

み込んだ大陸プレートに閉じ込められた 太平洋の海水

が 600万年もかけてこの地で噴出した鉄を含んだ強塩

高温の赤湯温泉である。  

以前から教えてもらいながら行けなかった温泉 期待にたがわぬ濃厚な温泉でした。 

 
武庫川河口近くの住宅地の中にある秘湯 赤湯の天然温泉銭湯「クア武庫川」 

◎ Country Walk 風来坊  

 毎年恒例の京都府立植物園京朝顔展と我が家の朝顔帳を今年も動画に作成して楽しみました。  

 また、高校生の孫娘にせがまれて行った宇治緑茶の山郷宇治田原。小さな寺のハート形の窓を通してみる  

 お茶の山郷の景色。 期待していなかっただけにびっくり。  

 また、轟音を轟かせて、流れ出る関西の水がめ 天ケ瀬ダムの一斉放水にも出会えて、ラッキー。  

 琵琶湖宇治川のすぐ東の山間 ハード型をした宇治緑茶の山郷 宇治田原のの紹介です。  

交通の便が少し悪いですが、この街に惹かれるスマホ世代の若者たちの感性にちょっぴり見直しました。 

◆ <宇治緑茶の山郷 宇治田原 一番奥に四季折々周辺のの景色を映すハート形の窓(猪目窓)> 2017.8.15. 

  

宇治緑茶の山郷 宇治田原 一番奥の奥山田の小さな寺に四季折々周辺の景色を映す ハート形の窓(猪目窓)があるイ

ンターネットの投稿写真から若い女性たちに大人気。 この奥深い山郷に若者たちが押し寄せ、一大ブームに。  

このハート形の窓(猪目窓)がお茶の山郷の景色とマッチした落ち着いた静かな癒しの空間 本当にすごいと。  

バカにしていたスマホの若者の感性 すごい街おこしになっています。 年寄りにも心地よい山里の空間で 



<2017 朝顔 毎年夏の朝を楽しくしてくれる朝顔>2017.7.30.    

.恒例の京都半日会の京朝顔展と我が家の朝顔帳をスライド動画にして楽しんでいます。  

  

また、家内の友人から 「虫の目展」も開催中と案内していただきました。  

紫外線や青がよく見え、赤がよく見えないという虫の目の世界  どんな展示なのだろうか? と興味津  々

すがすがしい夏の一日の一コマを感じてていただければ・・・・・・ 

◎ from Kobe  10月 彼岸花が里を飾る秋だより  小さな秋を探して 

この 10月 若者たちが日本の突破口を開け!!  と  

 バタバタしている間に彼岸花 世界は核戦争の恐怖府現実に。そんな中でのの総選挙今頭にあることをぶつ物と。     

彼岸花の里のの景色となんやかや ごちゃまぜです  

  でもこの 10月は日本の今後の道を決める重要な選挙、おろそかにはできぬと若者たちにエールを送.る。 

************************************************************************************************** 

◆2017秋 10月 秋便り◆ を更新して  

更新がままならなくなって９月はパスしてしまいましたが、 なんとか「10 月 2017 秋便り」をお届けできました。  

あれも これもとまとまらず、積み残しや消化不良気味のまま、 長々のてんこ盛りの便りになってしまいました。  

スライド動画にして、画像を眺めながらBGM 聞くのが楽しみで、 大容量サイズになっています。お許しください。   

やっと安定な天候になったと思ったら、世界は核戦争の恐怖に。何とか先に希望が持てる社会にになってほしいもの。  

１０月の選挙がそんな突破口になってくれないか…。  

激変は好みませんが、今回ばかりは革新・若いクリーンなニューリーダーの誕生を期待したい。  

この９月山形にいる仲間から 毎日仰ぎ見る鳥海山の平穏を詠んだ素晴らしい短歌を送ってくれました。  

 幾度（いくたび）の岩屑なだれ重ねこし 鳥海山の稜線清（すが）し .  .  

 稜線の美（は）しき鳥海にいつか来む 山体崩壊おだやかにあれ   

 鳥海の水に護られ幾千年 出土の漆器は朱（あけ）を保てり  

       詠み人 鳥海山麓 物見峠の住人 大園智哉さん  

縄文時代から住み継がれてきた故郷 鳥海山山麓を思う心情がにじみ出た短歌に縄文の穏やかな暮らしをイメージしつ

つ、憧れの山 登りたいなぁ…と。 なにはともあれ、１０月 しっかり行く道を見定めねばと。   

 

家族ともども健康でいられることを感謝しつつ、  

気にかかるのは老化・介護・病気など困難に直面している 

知人や 仲間のことそして、過酷な災害に見舞われた人たち。  

いつも 思いをはせています。  

「忘れまい 忘れないで 仲間がいることを」   

また 今 平和の願いもまたひとしお  

平和で穏やかな暮らしが ひろく行き渡るよう  

お互い 前向いて Got be with you!!   



<2017秋11月  秋便り 街も野山も紅葉が彩る秋 >  

2017.11.15. 

 

 

 

  

1. 2017年 １１月  街も野山も紅葉が彩る秋  秋便り  

 
紅葉した街中を子供たちが元気に駆けてゆく 2017.11.9 妙法寺&名谷 

１０月になってもすっきりとした秋晴れのない不順な天候が続く中、10月２２日・２９日と二つの台風が神戸を通過。   

特に台風２１号は最大瞬間風速45.9m/sの突風が吹き荒れ、今までなかったのですが、我が家もぼろ家も突風が吹く

たびに揺れ動きました。 

幸い時間が短かったこともあり、幸い神戸ではたいしたことなかったのですが、地域に避難勧告が出て ゴ-ゴ-と風雨

のすさまじい音に「経験したことのない」の表現はこんなことか・・・といい経験でした。  

でも 地球温暖化の危険をまざまざと感じた一日でした。  

そして、月が替わると一騎に冷たい風が吹き始め 街路樹も真っ赤になり、季節も巷も猛スピードで駆けてゆく。  

そんな中、毎日、びっくりするニュースが次々と。  

日本の先行き・日常生活の異変に何か変ときづきながらも、変えられなかった衆議院選挙結果。  

良くも悪くも本当に大変な２０１７年秋に。  
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１１月更新をパスするつもりでしたが、やっぱりこの激動の２０１７秋を記録しておこうと更新へ。   

なかなかうまく進まず、結局１１月１５日更新に。どこかで またいつか みなおすかもしれないなぁ・・・・と  

自分のための記録ですが、どこか 眼にとめていただけることがあれば・・・・・・・・・・ 

   

１１月上旬 街やの山が真っ赤に彩られる中、須磨アルプス横尾尾山の北山腹の丘一面を真っ白にして  

兵庫の県花「野路菊」の花が咲きました。 

一本の茎から四方に手を伸ばすかのよう沢山の白い小さな花をつけ、栽培地一面を真っ白にする。  

野菊とも見間違われることも多いが、「真実」の花言葉を持つ山端や川縁や里でそっと咲いている地味な花。  

兵庫ではかつてごく普通にみられたこともあって、兵庫県の花となり、のじぎく賞とこの花を冠した賞もある。  

兵庫県六甲山系が自生地の東限で東日本にはない。  

 西六甲須磨アルプス 妙法寺 横尾山北山腹  

のじぎくの丘で 2017.11.15. 

  

群生して咲き誇ると純白の帯になり、豪華や純白の強さを感じる人も多い。今年特に花が多く一面真っ白で素晴らしい。 

この秋 いろいろ思い浮かぶこと多く、横尾道 のじきくの丘のてっぺんに登り、周囲を見渡しながら、小１時間ほど

眺めていましたが、心晴れやか すっきりとした気分に。 

今一度 平和の考え方を見直そう。  

先月にも若者たちへ応援メッセージを届けましたが、 

再度 若者たちが日本の突破口を開け!!  とエールを送る  

 

色々課題も多い毎日ですが、家族・仲間もいる 変わりゆく時

代に しっかり眼を開き、  ただひたすら 前向いて 我が

道を行く  God be With Us !!   

街も野山も紅葉が彩る真っ青な秋の空   

心地よい風をいっぱい吸い込んでいつもの景色も違って見える   心身共に生き返れと   

      2017.11.15. 深まる秋神戸で Mutsu Nakanishi  

 



2.  神戸勝手気ままな毎日walk 西神戸の小さい秋  紅葉 

  一雨ごとに、急に寒くなって 今年はちょっと色づきが早いよう 神戸布引谷ほかの紅葉  

一日一日の変化が楽しい秋景色 行方定めぬ毎日walkにはまり込んでいます  

  

      夕日をながめながら 須磨 西六甲縦走路から横尾道におりて 2017.11.1.夕  

秋の夕日はつるべ落とし 夕日を眺めるのが好き    

でも なかなかうまく撮れ jません。  

明石大橋に沈む夕日を狙いに行くのですが、   

日没まで辛抱たまらずで山を下り、   

帰りにとれた須磨の日没写真です。   

２０分まてば・・・・・ですが、なかなか撮れず。   

また、挑戦です 

  



3.  横尾山の北斜面を真っ白にする兵庫県花 「野路菊」》 

 

 

 

 



4. 天空を行く登山鉄道 神戸電鉄  

  神戸新聞に「神戸電鉄って「登山鉄道」？「全国登山鉄道‰(パーミル)会」マーク前面に」と 

１０月の末 神戸新聞に上記のような記事が掲載された。  

?ではなく、常々登山鉄道と思っています。谷筋に多くの人が住んでいるので、観光とは言わない

が、天空を行く路線です。  

登山鉄道パーミル会と.は  「観光地が沿線にあり、かつ登山鉄道として急な勾配の山岳部を走る路 

線を有している」という点で共通している叡山電車・神戸電鉄・南海電鉄・大井川鐵道・富士急行・ 

箱根登山鉄道の鉄道6社の会。 

 

  神戸新開地から北へ六甲の山を越えて、有馬温泉や三田をごく普通の４両連結の電車がむすぶ。  

  新開地・湊川の地下駅を出るといきなり、丸山の谷の崖の縁を鵯越駅へ崖下を覗き込みながら、急勾配で登る。  

  そこからは菊水山の山中を鈴蘭台駅へ そして有馬街道が走る谷筋をくだってゆく。  

  ちょうど南西にある高取山から急こう配の丸山の谷を鵯越駅へ上ってゆく写真を撮っていましたのでご紹介。  

      神戸の街・新開地から10分ほど電車から味わえる六甲の天空 また そのまま紅葉の山間を楽しみながら  

  有馬温泉へ向かうのもよし。おすすめです。 

  

急勾配の崖の縁の線路を鵯越駅へ丸山の谷を登ってゆく神戸電鉄 南西にある高取山より  

.    左手後方に菊水山・鍋蓋山 右手後方に摩耶山  電車は鵯越からさらに奥へこれらの山々の裏へ回り込んでゆく 

 

5. 老いを元気に 高齢期の幸せづくり 2017.11.11. 名谷パティオ大ホール  

      カスピ海ヨ－グルトの家森幸雄先生の健康講演の後は 桂福丸さんの落語で 

  
 健康ひょうご21県民運動 「食事はバランス ごはん 大豆と減塩で元気な兵庫」  

      落語の効用  落語を聞きながら３０分笑うと 1日１万歩の健康運動 その方が楽しいよ 

 



近くの名谷をパティオを歩いていて、老人施設法人が主催する健康講演会のポスターに見つけた。             

始まってもう7年を越えて毎回参加するパルモア寄席の大阪落語の中堅桂福丸さんの名前が大きく乗っている。 

高齢者向けカスピ海ヨーグルトで有名な家森幸男先生の長寿の秘密の講演の後、約１時間を越える落語と書かれて 

いる。 

若手落語家から中堅になり、創作落語や人情噺などの古典落語、そしてクラシック音楽他 

とジャンルとのコラボなど精力的にジャンル拡大に取り組み、東京進出や独演会もはじまり、 

ますます油が乗っている福丸さんである。  

でも、高齢者ばかりの集まりで、長寿の講演を聞く固い話の後での落語。しかも時間近くも…・  

「年寄りに長いすじの話 あかんで・・・・・まくら どないするのやろか」と興味津々。  

毎日ヨーグルト飲んで健康walkに精を出していることもあって、家森先生の話もちょっとは興味あり。  

それにもまして、「年寄りばかりの固い場で 福丸さん１時間半近くももどないして場を作るのだろうか…」  

ごく近くに来てくれた福丸さん 危機に行かねばなるまいと野次馬根性まるだししで行きました。  

会場は予想通り、年寄りで満員。  

定刻通り家森先生の「長寿の秘訣」の講演がはじまる。   

「減塩実行 大豆に青魚食べて カスピ海ヨーグルトの長寿食。そして長寿のスイッチ入れる健康運動」   

   世界各国で調べた実績を示しながら、明るく実に明快に長寿の秘訣を講演。 

ぐるりを見渡すとみんなメモを取っている。  

私も引き込まれて次々写しだされるslideに 興味津々でした。みいりました。  

講演の後 老人施設法人の人の話と休憩があって、いよいよ福丸さんの高座   

家森先生の長寿講話を受けて「落語で３０分笑うと 1日１万歩の健康運動 その方が楽しいよ」と落語の効用をまく

らに 次から次へと聞き手を巻き込みながら、小噺とダジャレ噺の10数連発。その構成が実に楽しい。  

落ちの意外性に思わず引き込まれ、次から次へと笑いが続き、会場が和んでゆく。  

こんだけダジャレ噺が続くとだれるのですが、さすがプロ。落語健康実践講話?そのものだ。  

そして、笑いの絶えぬ中で「時うどん」の一席へ。 

こんな落語の入りもある。うれしい福丸さんの一席。  

固い講演会ポスターの案内とはうらはら、家森先生・福丸さんのうれしい健康実践術が聞けた会でした。  

次のパルモア寄席は 年末の１２月２７日。楽しみにしています。  

【1日8000歩 軽い汗かき30分の健康Walk】  

有酸素運動は脂肪を燃焼させることから、脂質異常症（高脂血症）・高血圧・糖尿病など肥満原因となる 

生活習慣病・骨密度低下の骨粗そう症を予防して長寿スイッチを入れるのに効果  

老いを感じる歳になって、家森幸男先生の 「食で作る長寿力」 興味深く、要旨添付 ご参考まで  

 



  

6. 今月のhome page 更新記事 

 

      １１月は更新バスの予定でしたが、急速に移り行く時節に１１月１５日更新しました。 

更新がままならなくなって来ましたが、元気に神戸で暮らしています。  

11月になって、町が紅葉して、 雰囲気が一変  やっぱり季節の便り お届けせねば・・・・・・・と。  

 特に目新しくはありませんが、もう ちょっと時期が過ぎましたが、 毎年訪れる「東播磨2017年コスモスの秋」  

一度じっくり歩きたかった「大阪港の安治川・尻無川・木津川の川筋に今も残る渡船場・渡し」  

この2件をphotoスライドで記録。この秋、出かけた2つの特別展についてもご紹介  

また勝手気ままな毎日walkで興味をひかれた神戸周辺の秋景色  

そして この秋頭をよぎった世相に対するブツブツも。 

 

 



 

 

2. 古い記憶を思い起こしながらの大阪港の渡しwalk  2017.10.27 

   

  



3.  2０１７ 実りの秋 東播磨のコスモス畑 2017.10.11.  

             加古川中流西岸に広がる 志方 & 小野きすみの里のコスモス・蕎麦畑  

             今年も東播磨 実りの秋の田園を飾るコスモス・ソバの花に出会えました  

         

   

************************************************************************************************ 

 

2017秋11月 秋便り ◆ を更新して  

わけの分からぬ混乱・変革の時代。日本はどこへ行くのか…… 何か ホームページに書き残しておきたい。  

そして、この１０月逝ってしまった親しい仲間のことも。 

また、やっと実現した大阪港 港の渡し巡りのことも。  

そして 出会った河島英五が歌う「大阪の歌」仲間のことや昔のことを思い浮かべながら、 

スライド動画「大阪港の渡し巡り」のBGMに。 勝手な私的なページばかりですみません。  

先日NHKの世界遺産「宗像大社」の番組を見ていたら、 

朝鮮半島からの日本への鉄素材供給の道として「Iron Road」の言葉が何度か使われていました。  

「和鉄の道・Iron Road」のページを開設して２０年弱 「Iron Road」の言葉が認知され始めたと嬉しい。 

 本年もあと１ケ月半 ますます寒くなる中 気ぜわしい時期を迎えますが、健康に留意されますよう。  

 

家族ともども健康でいられることを感謝しつつ、  

気にかかるのは老化・介護・病気など困難に直面している 

 知人や仲間のそして、過酷な災害に見舞われた人たちへ。  

いつも 思いをはせています。 

 「忘れまい 忘れないで 仲間がいることを」 

   

また 今 平和の願いもまたひとしお  

平和で穏やかな暮らしが ひろく行き渡るよう  

お互い 前向いて Got be with you!!    

 



１2 月 Merry Christmas!!  2017 年師走 本年最後の HP 更新の便り 

北風小僧にまけぬよう元気に前向いて!!  .2017.12.15. 

  
冷たい風が吹き始めた師走の午後 照り輝く須磨の海をいくつも船が海峡を抜けてゆく  

          北風小僧にまけぬよう 元気に前向いて!!  

    

２      2０１7 年１２月 クリスマスの飾りつけの中 神戸三宮の街も 華やいだ雰囲気に 2017.12.5. 
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2. ２０１7 年 和鉄の道を振り返って 

「和鉄の道・Iron Road」・「風来坊・Country Walk」「四季折々・From Kobe」を眺めて  

2017年1年間 ホームページ更新10回の自分勝手な勝手な掲載記事に、お付き合いいただき  

本当にありがとうございました。掲載記事数は合計38 件になりました。  

 和鉄の道・Iron Road :10件 風来坊・Country Walk :18 件 四季折・from Kobe :10件  

迫りくる老化に頭も回らず、文章も書けずで、挫折しかけながらの1年。  

奇心に任せて  今年はデジカメに万歩計を加えて、日帰り健康walk をかねての神戸近郊風来坊。  

「鉄」をキーワードに四季折  々 近郊の山里・街歩き 色々教えていただきながら 続けることができました。  

気象変動・地球活動の活発化に加えて、世相は変革・混乱の時代の入ったと感じながら、逝ってしまった仲間や老化・

病気と戦う仲間を案じつつ、 老いゆくわが身の立ち位置をも強く意識した年でもありました。  

自己満足でしょうが、歩いた道をたどるデジカメ写真をスライド動画にして ゆっくり一人楽しむ時間ももて、  

ストレスも軽減されたのか、肥満解消 健康検査的にはうれしい正常値に。  

一年のしめくくり 今年1年 掲載した「2017 年 和鉄の道・Iron Road」を振り返って 眺めてみました。 

1. 和鉄の道・Iron Road  本年のトピックス  

◎ 愛媛大学東アジア古代鉄文化センター設立10 年、古代鉄研究のナショナルセンターのさらなる展開スタート 

 



 「鉄の起源&ユーラシア大陸のMetal Rood 探求」の一年の成果レビューをかねて毎年12月に愛媛大学で開催 

される国際シンポジュウム。本年第10回目を迎え「文明と金属器 -普及と-その過程」が開催された。  

  世界文明の先進地であり、金属器発祥の地でもある西アジアでの国際連携による取組の第一歩として、金属器・ 

鉄器の源流 鉱物資源の豊富な文明の先進地 西アジアにおける「石器→銅器・青銅器→鉄器への金属器の普及 

とその過程」のテーマで最前線で活躍中の専門家たちのレビューと相互討論が開催され、その聴講要旨を取りま 

とめました。  

  日本の研究者たちの活躍で従来の常識が次々と覆る西アジアの様相   

  専門家たちのレビューと相互討論から、金属器・鉄器が誕生し、普及してゆく実像が次々と浮かび上がってくる。  

  今まで西アジアとひとくくりでしか知らなかった文明の先進地 ヒッタイトのアナトリア 銅の大生産地 東地中 

海沿岸エヴァント・パレスチナ そしてエジプト・メソポタミア それぞれが、違う様相をしめしながら、交易の 

広いネットワークで、支えあう。 そんな中で、銅器・鉄器が生まれ、利器へと展開し、世界へ伝播すしてゆく。 

まったく知らなかった展開にびっくり   

  注目の愛媛大古代鉄研究所長村上恭通教授の鉄の起源説  

 「ヒッタイト以前に東地中海沿岸のレヴァント・パレスチナで、銅生産の副産物として人工鉄が誕生」  

  さらなる具体的な調査研究の進捗が楽しみでしたが、成果はまだこれから。  

  これからさらにどんな新しい展開があるのか 楽しみな西アジアでの共同連携の始まりです。   

 ● 聴講資料 第10回 愛媛大学 東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  

.       「文明と金属器 - 普及とその過程 -」  聴講記録  by Mutsu Nakanishi 2017.11.25.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1712ironroadsympo.pdf 

◎ 国内の製鉄関連遺跡探訪   

淡路島の弥生時代の鉄器工房を有する山間地集落群の拠点集落 舟木遺跡 

古代製鉄の奥播磨～瀬戸内へ流れ下り、河口に広大な塩田地帯を作り、赤穂の街を作った千種川河口 

 

昨年、国生神話の出雲・淡路は強い結びつきを示す松帆銅鐸で沸いた淡路島で、本年2月 最古の鉄器生産工房村 

五斗長垣内遺跡のすぐ近くの山間地で、五斗長垣内遺跡をしのぐ鉄器工房を有する山間地集落群の拠点集落舟木遺

跡が出土。 この地周辺は野島海人の根拠地でもあり、淡路島が日本の国造りの始まりに果たした役割に注目が集ま

っている。 また、舟木遺跡を中心とした山間地集落群は生産工房の集落群の性格が強く、従来述べられてきた戦争

に備えた高地性集落とは性格が異なっており、弥生の高地性集落の視点を変えるかもしれぬ。  

自宅からは明石海峡をはさんで、すぐ南 現地見学に行こうと思いながら、まだ行けずにいる。  

 

    Iron Road を歩く  千種川の河口 赤穂 鉄の名の付く黒鉄山・千種川河口東浜唐船山の渚に砂鉄を見つける  

古代製鉄の奥播磨～瀬戸内へ流れ下り、河口に広大な塩田地帯を作り、赤穂の街を作った千種川河口 膨大な砂の量

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1712ironroadsympo.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1712ironroadsympo.pdf


とともに砂鉄が流れ下り、河口には砂鉄浜があったはずですが、埋め立てられ他工業地帯にその痕跡は見られず。 

でも、千種川河口東浜の渚で、すこしですが砂鉄の体積を見つけました。 

また、赤穂の町の北西に兵庫 100 名山「鉄の名がつく山・黒鉄山」にも登り、瀬戸内の千種川河口の街赤穂を眺め

ました。 

 このほか、いろいろな姿を見せる現代の鉄にも出会いあえ、この1年色々思いを巡らしながらのうれしい「和鉄の道」。  

 お暇な時にでも 下記から本年の掲載記事ご覧ください。 

◎ 本年の和鉄の道 掲載記事リンクリスト http://www.infokkkna.com/ironroad/iron17list.htm 

 

2. 風来坊・Country Walk 本年のトピックス 

本年も私の住む神戸を中心とした近郊の里を季節折々訪ねる相も変らぬ花便り・近郊ハイクの楽しみに、本年から始

めた肥満解消の一日8000歩健康walk の過程で見つけた神戸須磨界隈の四季の景色も春 梅・カタクリに始まり、

菜の花・桜 そして石楠花・バラへ 夏はクリンソウ・アジサイ・ひまわりそして 京朝顔・京都府立植物園のバオ

バブを訪ねるのも定番に。秋は黄金色Country Walk に輝く播磨の田園とヒガンバナから紅葉等々。   

.毎年同じような景色ばかりで、新しい情報が提供できずすが、自分的には季節を楽しむうれしいWalking。  

そんな中で、私にとっては新しいCountry Walkが付け加わりました。  

8月 京都府の東南部宇治茶の山郷 宇治田原 奥山田の里  ハート型猪目窓が大人気の 正寿院 を訪ねる  

11 月   古い記憶を思い起こしながらの大阪港の渡し  

 

宇治茶の山郷 の自然がハート型の猪目窓から見える景色など孫娘が逝こうといわなければ、見られぬ景色。  

またこのwalk で関西の水がめ、宇治川天ケ瀬ダムから豪快に一斉放水される姿を初めて眺められたのにも感激。  

 

また、親父の記憶が残る港区・大正区の木津川沿岸大阪北港今も現役の渡しを巡るwalk にも感激。  

このスライド整理で 河島英五が歌う「大阪の歌」に出会えたのもうれしい。  

私の故郷尼崎・親父の勤め先大阪大正を重ねて 元気の出る歌です  

【◆ インタ－ネットより 映像詩   河島英五が歌う「大阪の歌」  

http://www.dailymotion.com/video/x5p059n 

【◆風来坊 Country  古い記憶を思い起こしながらの大阪港の渡しwalk】  

   http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1711osakawatashi00.htm     

 

 ◎ 本年の風来坊 掲載記事リンクリスト http://www.infokkkna.com/ironroad/walk17list.htm 

http://www.infokkkna.com/ironroad/iron17list.htm
http://www.dailymotion.com/video/x5p059
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1711osakawatashi00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/walk17list.htm


3. 四季折々・Monthly の便り from Kobe  本年のトピックス  

 

.  ホームページ更新時 いつも ふと思う時代の流れから取り残されている疎外感・・・・・・・    

  でも 愚痴はいうまいと。頭にあるのは「平和」・「穏やかな暮らし」のこと  

  「おもてなし」がビジネス用語としてとらえられる薄っぺらな情報社会からの脱却に一度 耳を傾けてほしいと。  

傲慢・独りよがりで、アメリカ追従の仲間政治続く日本   

技術立国日本がもろくも崩れ行く中で、また日本が国際社会から取り残されてゆく  

幸福感が日に日に遠のいてゆく現実がひたひたと。  

自分の立つ位置をはっきりして、前向いて平和の叫びを訴え続けたい。  

毎度同じ繰り返しばっかりしかできませんでしたが、平和の願いを訴え続けたかった1年でした。  

そんな中で はっと気が付いた「縄文の心」  

過酷な時代に一万年の長きにわたり、平和な持続社会を築き上げた日本の縄文人  

今年も日本の縄文のユネスコ世界遺産はかないませんでしたが、是非登録実現を。  

また、今年 新しくなった広島原爆資料館の展示を見る機会を得ました。  

その悲惨さに身が震える。 二度とゆるしてはならない。ダメなものはダメなんだと。  

●【スライド動画】 原爆資料館 映像展示資料 原爆を投下された広島  

. http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708.mp4  

●11 月に書いた拙文 「今一度 平和への考え方を見直そう」fkobe1711.pdf  

. http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1711.pdf 

● 日本人のふるさと 縄文 縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる  

.１万年も続いた世界にも類例のない平和な永続社会 その原点には何があるのか…    

.        http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm 

   

  

    ◎ 本年の四季折々・Monthly の便り from Kobe 掲載記事リンクリスト   

       http://www.infokkkna.com/ironroad/mutsu17list.htm  

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1711.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/mutsu17list.htm


 

 

 

 



 

    

    

 



4. 今月の home page 更新記事 

 

◆ 2017 12 月 師走 本年の更新を終えて 

遅れましたが、やっと師走のページをお届けてきました。 この１年独りよがりの勝手なページにお付き合いいただ

き  ありがとうございました。 どこかで なにかのお役にたてば

と・・・・・・   

親しい仲間の訃報が次々と続く中、 また 一つ歳を取りました。 今

秋は落ち込んでいましたが、やっと気持ちもうわむき 神共にいまし

て、前向いて 我が道を行くと 気持ちを奮い立たせています  

昨年から始めた健康walk すこぶる調子よし。 肥満解消で、20 年

以上お医者さんにかかってきた肝臓・血圧他 

秋の検査値が正常範囲に。毎年憂鬱な健康診断 ホッとしています。  

家族ともども健康でいられることを感謝しつつ、  

気にかかるのは老化・介護・病気など困難に直面している  

知人や仲間そして、過酷な災害に見舞われた人たちに、  

いつも 思いをはせています。  

「忘れまい 忘れないで 仲間がいることを」  

 好奇心はある  仲間が頼りですが、  

 お互い「前向いて」 今できることを精一杯   

「北風小僧は まだこれから  ご留意ください。」 

  God Be with You !! 


